
令和４年度 第１回「ひっとプラン港北」新羽地区計画推進委員会 次第 

 

令和４年８月 27 日（土）15 時 00 分～ 

新羽地域ケアプラザ４階多目的ホール 

司会：杉村 

 

 

１ 開 会 

尾出委員長 挨拶 

   野村課長 挨拶 

 

 

２ 港北区役所より 

  港北区地域福祉保健計画(ひっとプラン港北)について  渡部・杉村 

 

 

３ 令和３年度 活動内容振り返り 令和４年度活動計画の検討・発表 

【部会ごとにグループディスカッション】 

 

 

 (1) 健康づくり 部会    

    グランドゴルフ・・競技をよく知ってもらうこと 

    ポールウォーキング・・6 年目となった。周知と参加者募集のため回覧を行う。 

    大新羽音頭・・オハナ保育園とも練習会を開いた。 

    大竹歌の会・・善教寺で実施している。 

    菜園・・・・・北地区は保留だが、南地区は実施中 

 

 (2) 住民交流 部会 

    写真撮影会を 2 月に実施・・10 月末にも実施予定 

    料理教室も考えたい。 

    緑道の改修に伴い「みちあそび」のイベントを計画中 

    各町会のイベントをリストアップしたので他の部会でも活用できればうれしい。 

 

 (3) 情報 部会 

    ホームページを作成している。区の助成ももらえた。 

    既存の新羽フェイスブック、ツイッター、ブログとも整合していきたい。 

    メンバーとして小松賢吉さんに加わってもらった。 

    今後はひっとプラン新羽地区の「事務局」の役割を担いたい。→各部会了承 

 

４ その他 

    青葉台地域で行われいる「クイズラリー」を新羽地区でも行いたい。 

    各部会から実行委員を募集し、令和 5 年 5 月ごろの実施に向けて企画していきた

い。 

    健康づくり・・下村、古川（敬称略）情報、住民は後日連絡 

 

５ 閉 会 

   浅倉会長 挨拶 
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新羽町連合町内会会長・中央町内会会長

健康づくり部会� ! 情報部会 住民交流部会

氏名 団体・所属等 氏名 団体・所属等 氏名 団体・所属等� 

1 *浅倉克彦 南町内会会長 *高橋晴美 l 女磯部 秀夫 新羽町自治会会長� 

2 "*・大森洋ー 北新羽町内会会長� 2 安富樫祐彰 新羽町町内会副会長� 2 く〉小山 定雄 前中之久保町内会会長� 

3 く〉飯罵由美子 大竹町内会会長� 3 小林省治 新羽町町内会会長� 3 安吉田 恵一 民生委員児童委員(北新羽)� 

4 秋冗 重 雄 北新羽町内会副会長保健活動推進員� 4 高橋良昌 新羽町町内会副会長� 4 
1 

-豊岡 修 青少年指導員代表(自治会)� 

5 中村光子 南町内会� 5 関原政仁 新羽町町内会スポーツ推進委員� 5 鈴木 京子 民生委員児童委員(中之久保)� 

6 大谷トシ子 新羽町町内会� 6 山本典子 新羽町町内会� 6 山崎 智子 民生委員児童委員(南)� 

7 下村留吉 新羽町自治会� 7 長瀬理恵 新羽町町内会� 7 渡部 隆夫 南町内会副会長� 

8 古川 久 雄 南町内会� 8 広野貴士 新羽町町内会� 8 西山 正男 前北新羽町内会副会長

大田百香 新羽地域ケアプラザ生活支援コーディネーター 水村志津子 新羽地域ケアプラザ・コミュニティハウス所長� | 9 奥山 玉盛白
己 新羽中地減コーディネーター� (中之久保)

小笹優美 新羽地域ケアプラザ保健師� | 村井佳弥乃 新羽地域ケアプラザ社会福祉士� 10 斉藤 貞弘 中之久保町内会会長

小林梨恵 港北区役所高齢・障害支媛課高齢者支援担当 杉村博幸 港北区役所福祉保健課事業企画担当 大津有希 港北区社会福祉協議会

新里穂久斗 港北区役所福祉保健課健康づくり係 牧野大樹 港北区社会福祉協議会

村井田優子 新羽地峨ケアプラザ地犠活動交流コーディネーター

野村絹恵 港北区総務部総務課長

渡部良太郎 港北区役所福祉保健課担当係長

越山詞子 港北区役所生活支援課生活支援係

長谷川綾香 港北区役所生活支援課生活支援係

ニ井友里恵 港北区役所高齢・障害支援課障害者支媛担当

和田麻衣 港北区役所こども家庭支媛諜こども家庭支媛担当

安部会リーダー安部会副リーダーく〉会計� 4惨事務局

*サポートスタッフ(区役所、区社協、ケアプラザ職員)は、他の部会にも適宜参加させていただきます。
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第� 4期地域福祉保健計画(ひっとプラン港北) (新羽地区計画(令和 3---7年度)】

『和・輪・話jのまちにっぽ


わたしたちが

目指すまち

鮮のまち にっぽ

高齢者が楽しく元気に活動できるまちにしよう

住んでいる人どうし、支え合うまちにしよう

一人ひとりが地域のことに関心を持つまちにしよう

子どもが大人になっても住み続けたいまちにしよう

おEいにあいさつをし、みんなで明るく安心できるまちにしよう

[地区の慨況]

地区の中央を南北に市営地下鉄ブルーラインが通り、新羽駅と北新横浜駅の� 2駅を擁し、

高速横浜環状北線の新横浜出入り口も設置され、交通の利便性が高いことから、住宅街
地区

だけでなく、工場や倉庫の立地も見られます。近くの鶴見川の堤防で、はジ、ヨギング、ウォー
の概況 キング、サイクリングが楽しめます。西側には� E陵が拡がり、公園、畑、山林、竹林が

点在し自然の多い地域です。

人口、世帯数は今後も緩やかに増加します。� 20歳代を中心lこ、若い方の転入が増える傾

人口等 向にあります。一方、割合は少ないものの、高齢の単身世帯や高齢の夫婦のみの世帯は

の特徴 増加しています。後期高齢者は引き続き現在と同じ傾向で増加し、今後� 10~ 15年間で

現在の倍近くになります。� 

3期計画の振り返りと� 4期計画の方向性� 

4砂今までの取組� 

3期は� 5つの部会(健康づくり、担い手・情報発信、子ども、住民交流、見守り)で掲げた目標ごとに、

下記のよう芯具体的な取り組みを進めてまいりました。� 

.r月例ウォーキングJ rポールウォーキングJの実施、「大新羽音頭jの普及推進、「スリー� AJの開

催などを通じた健康づくり

・イベントカレンダーの発行による地域の情報発信
 

.r 男の料理教室jの開催による住民間の交流促進
ふれあい写真教室J r


.自治会と町内会と民生委員等が連携した災害時要援護者支援の取り組み


・地域の現状と課題

様々な地域の行事や活動が活発に行われていますが、新たな担い手の発掘が課題となっています0

・今後の方向性� 

• 4期は新たに「健康づくりJ r 情報jの� 3つの部会に再編成します。現在行っている地住民交流J r
域活動をより充実させ、新たに必要と思われる取り組みなどに着手し、団体同士の連携を深めてい

きます。



第� 4期地域福松保健計画 (ひっ とプラン港北) 【新羽地区計画(令和~..年度)】

目標

-新羽の魅力を多くの住民に伝えますo

-地域でできる見守り、支えあいの取り組みを進めますo

-地域ぐるみで子どもを育み、子どもたちのふるさとづくりを進めます o

・健康づくりや介護予防につながる活動への参加者を増やし、地域を活性化

しますo

・気軽に行くことができる場や機会を増やし、自宅に閉じこもりがちな方の

参加を呼びかけます o

・高齢者や障害者などへの理解を深める活動を進めます

これまでの地域の活動

ふれあい写真撮影会 イベント力レンダー
の発行

弛域<<掌� "刊 I ~
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月例ウォーキングの実施

活動に関する問合せ

・新羽地域ケアプラザ 回出回� 
TEL.045・542・7207 晶「l酎� 
FAX.045531-7011 百四宣車�  

HP.http://n
・

ippa-cp・ch.jp 日町唱E

野菜作りを通じた健康づくり 地域食堂の活動支援� 

Iひっとプラン港北Jに関する問合せ

・港北区役所福祉保健謀事業企画担当� 

TEL.0455402360 FAX.045540・2368 
Eメール ko

・・

-fukuhoplan@city.yo
・

kohama.jp 
・港北区社会福祉協議会� 

TEL.045-5472324 FAX.045531・9561 
Eメール info@ko

・・

uhoku-shakyo.jp 

http:info@kouhoku-shakyo.jp
http:ko-fukuhoplan@city.yokohama.jp


第 4期港北区地域福祉保健計画
計画期間令和  3(2021)年度~令和 7(2025)年度

、、-' 誰もが安心して健やかに暮らせるまち港北

すべての区民が人とのつながりをつくりながら、できるだけ長く健康に

自立して過ごすことを基本に、助けあい、支えあいのある安心して暮ら

せるまちを目指します。

誰もが地域で、安心して暮らせるように、お互いに支えあえる関係をひろめて

いく必要があります。地域のつながりや助けあいは、子育て、健康づくり、介護、

災害時などに大きな力を発揮します。
、、../

地域福祉の推進は、一部の人だけで進めるものではありません。地域のすべ

ての人が主人公です。あいさつや声掛け、見守り、ちょっとしたお手伝いなど、

ほんの少しのことが地域の助けあい、支えあいにつながっています。区民の皆

さんや地域の多様な主体がそれぞれの立場でできる活動を行い、連携、協力す

ることにより進めていきます。

「支える側Jr支えられる側jに分かれるのではなく、障害や病気がある人も

ない人も誰もが役割を持ち、支えあうことでその人らしい生活を送ることがで

きるような社会を目指します。



¥ これまでに地域で行われている取組の様子をご紹介します!!/ 

20川崎 ウ匂l.*号育τte1:事情 
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子育て世代に情報を届けます

「つ砿しま子育て地域情報」� 

いつでも見守っているよ 子ども×大学生×地域

「子育てサロンよしだっこJ 「師聞こども学習会J 
~ 

...'
'.
 '
YouTubeで配信� ......... .... .....
.. 
 .............................. 


個別支援学級の子どもたちが

地域で過ごす居場所
認知症に怒っても住み慣れた地域で 健鹿づくりとったEがりづくり

「とも・とも篠原j
「宮前交流カフェJ 「新羽地区月例ウ才ーキングJ

'.
. ••••••• . 

防災から福祉を考える視点で

日吉地区のまちあるを

「災害時要援護者の見守りJ
地域の気づきと見守りの輸を広げる

大曽根地区「ささえあいネットワークの会」
いざという時にも安心

菊名地区「生活安全安心メモj 



. 

¥ 基本理念と合わせて� 3つの「計画推進の柱Jと7つの� I重点目標Jを設定しています。/ 

-E霊童置理・

理解と参加のひろがりに

よる活発な地域づくり

[ひろがる] 

子どもも大人もつ忽がる居場所

「高田コミュニティカフェゆすの樹デ...............''......... 1
.... . 

地域や活動団体の繋がりづくり

械郷地区「つながりプロジBェクトJ 

-E霊童E霊・

人のつながりで進める

安心なまちづくり

[つながる] 

-E霊童E蓋.

支援がとどく

仕組みづくり

[とどく]

目:必需むね人lこ的確に支� I 

aIIl援が届H仕組みづぐりや. .  

|圃iI災害ー蹟!こ必要怠人に適切� I 

l圃 !こ支援が届くよ号本環境 I 
EE整備控進めます。 ， 

地域と施設・団体が協力した集いの場

「みどりの輸をたにつぱJ

カレーを食べて顔見知りに

「樽町なごみ食堂J
、-' 

.... .....J......... ..'... -・ 

中学生かう認知症の理解を

新吉田あすなろ地区

「認知症サボーター養成講座」� 

ご近所同士の支えあい

「太尾ふれあいクラブJ



「ひっとプラン港北jについて

港北区地域福祉保健計画の愛称です。理解、参加が「ひろがるj、

人、活動力Ifrつ拡がるj、支援の手が� fとどくjを� 3つの推進の

柱とし、柱の� 3つの頭文字『ひJrつJrとjをつなげた「ひっと

プラン港北jを第� 2期計画から愛称として計画を推進しています。� 

♂3つの柱

f自助Jr共助Jr公助jの連鋳

地域のつながりによる助けあいや支えあいを拡げる

計画である地域福祉保健計画は、一人では解決でき怠

いことを地域や仲間同士で助けあう� I共助jを促進し

ていきます。生活課題や地域課題の解決に向けて、自

分や家族でできることを行う� I自助j、また公的機関

等が行う「公助Jと組み合わせ、連携して進めていき

ます。

共

地域や仲間同士で

できることを行う

自助� 公助
個人や地域で

自分や家族で

できることを
できないこと

を公的機関等
行う

が行う

「ひっとプラン港北jの構成

『地区計画lと「区計画jから構成されています。

地区計画は、港北区で、は地区連合町内会・地区社会福祉協議会のエリアごとに区内� 13の地区で策定・

推進しています。

地区計画と区計画は、それぞれ独立した計画ではありません。基本理念や計画推進の柱を共有し、

相互に連携しながら策定・推進を進めています。

その地区の住民が主体となり、福祉保健を中心とした

地区の生活課題に対応するための計画

推進支援 連携して取組

区役所と区社会福祉協儀会が中心となり、地区計画を

支え、区媛の福祉保健課題に対応するための計画

[発行・お問合せ}

港北区役所福祉保健課事業企画担当 社会福祉法人横浜市港北区社会福祉協議会� 

幽TEL 5402360 FAX 540-2368 TEL 547-2324 FAX 531・9561 
E-mail ko・fukuhoplan@city.yokohama.jp E-mail info@kouhoku-shakyo.jp 

|ひっとプラン港北� E霊童
回凶器官回

露富
港北区役所HPTO 

国語話}目� 港北区社会福祉也語会� HP

http:info@kouhoku-shakyo.jp



